
（
厚
生
労
働
省
関
係
石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
五
条

厚
生
労
働
省
関
係
石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
令
第
三
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
準
用
）

（
労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
準
用
）

第
二
条
の
六

労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
八
号
。

以
下
「
徴
収
則
」
と
い
う
。）第
三
十
八
条
の
二
か
ら
第
三
十
八
条
の
五
ま
で
の
規
定
は
口
座
振
替
に
よ
る
一
般

拠
出
金
の
納
付
に
つ
い
て
、
徴
収
則
第
六
十
一
条
の
規
定
は
一
般
拠
出
金
そ
の
他
法
第
三
十
八
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
準
用
す
る
徴
収
法
の
規
定
に
よ
る
徴
収
金
に
関
す
る
公
示
送
達
に
つ
い
て
、
徴
収
則
第
六
十
二
条
第

三
項
の
規
定
は
一
般
拠
出
金
事
務
の
処
理
の
委
託
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
事
業
の
行
わ
れ
る
地
域
に
つ
い
て

の
指
示
に
つ
い
て
、
徴
収
則
第
七
十
二
条
の
規
定
は
法
第
三
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
準
用
す
る
徴
収
法

又
は
こ
の
章
の
規
定
に
よ
る
書
類
に
つ
い
て
、
徴
収
則
第
七
十
三
条
及
び
第
七
十
八
条
第
二
項
（
同
項
第
三
号

に
係
る
も
の
に
限
る
。）の
規
定
は
労
災
保
険
適
用
事
業
主
の
代
理
人
に
つ
い
て
、
徴
収
則
第
七
十
四
条
の
規
定

は
法
第
三
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
準
用
す
る
徴
収
法
第
四
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
命
令
に

つ
い
て
、
徴
収
則
第
七
十
五
条
の
規
定
は
法
第
三
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
準
用
す
る
徴
収
法
第
四
十
三

条
第
二
項
の
証
票
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、徴
収
則
第
三
十
八
条
の
二
中「
事

業
主
」
と
あ
る
の
は
「
労
災
保
険
適
用
事
業
主
」
と
、「
所
轄
都
道
府
県
労
働
局
歳
入
徴
収
官
」と
あ
る
の
は「
厚

生
労
働
省
関
係
石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
以
下
「
石
綿
則
」
と
い
う
。）第
一

条
第
二
項
第
一
号
の
事
業
の
労
災
保
険
適
用
事
業
主
に
あ
つ
て
は
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
を
経
由
し
て
、
石

綿
則
第
一
条
第
二
項
第
二
号
の
事
業
の
労
災
保
険
適
用
事
業
主
に
あ
つ
て
は
所
轄
公
共
職
業
安
定
所
長
を
経
由

し
て
、
所
轄
都
道
府
県
労
働
局
歳
入
徴
収
官
」
と
、
徴
収
則
第
三
十
八
条
の
四
中
「
法
第
十
五
条
第
一
項
又
は

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
納
付
す
べ
き
労
働
保
険
料
及
び
法
第
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
延
納
す
る
場
合
に
お
け
る

法
第
十
五
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
労
働
保
険
料
並
び
に
法
第
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
納
付
す
べ
き
労

働
保
険
料
」
と
あ
る
の
は
「
石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に
関
す
る
法
律
（
以
下「
石
綿
健
康
被
害
救
済
法
」

と
い
う
。）第
三
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
納

付
す
べ
き
一
般
拠
出
金
」
と
、
徴
収
則
第
三
十
八
条
の
五
中
「
第
三
十
八
条
の
三
」
と
あ
る
の
は
「
石
綿
則
第

二
条
の
六
の
規
定
に
よ
り
準
用
す
る
第
三
十
八
条
の
三
」
と
、
徴
収
則
第
七
十
二
条
中
「
事
業
主
」
と
あ
る
の

は
「
労
災
保
険
適
用
事
業
主
」
と
、「
こ
の
省
令
」
と
あ
る
の
は
「
石
綿
則
第
二
章
」
と
、「
三
年
間
（
第
六
十
八

条
第
三
号
の
帳
簿
に
あ
つ
て
は
、
四
年
間
）」と
あ
る
の
は
「
三
年
間
」
と
、徴
収
則
第
七
十
三
条
第
一
項
中「
こ

の
省
令
」
と
あ
る
の
は
「
石
綿
則
第
二
章
」
と
、
徴
収
則
第
七
十
五
条
中
「
様
式
第
三
号
」
と
あ
る
の
は
「
石

綿
則
様
式
第
一
号
」
と
、
徴
収
則
第
七
十
八
条
第
二
項
第
三
号
中
「
第
四
条
第
二
項
（
社
会
保
険
適
用
事
業
所

の
事
業
主
が
法
第
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
書
を
提
出
す
る
場
合
に
限
り
、
前
二
号
に
掲
げ
る
場
合

を
除
く
。）、
第
五
条
第
二
項
又
は
」
と
あ
る
の
は
「
石
綿
則
第
二
条
の
六
の
規
定
に
よ
り
準
用
す
る
」
と
、
そ

れ
ぞ
れ
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
二
条
の
六

労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
八
号
。

以
下
「
徴
収
則
」
と
い
う
。）第
三
十
八
条
の
二
か
ら
第
三
十
八
条
の
五
ま
で
の
規
定
は
口
座
振
替
に
よ
る
一
般

拠
出
金
の
納
付
に
つ
い
て
、
徴
収
則
第
六
十
一
条
の
規
定
は
一
般
拠
出
金
そ
の
他
法
第
三
十
八
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
準
用
す
る
徴
収
法
の
規
定
に
よ
る
徴
収
金
に
関
す
る
公
示
送
達
に
つ
い
て
、
徴
収
則
第
六
十
二
条
第

三
項
の
規
定
は
一
般
拠
出
金
事
務
の
処
理
の
委
託
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
事
業
の
行
わ
れ
る
地
域
に
つ
い
て

の
指
示
に
つ
い
て
、
徴
収
則
第
七
十
二
条
の
規
定
は
法
第
三
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
準
用
す
る
徴
収
法

又
は
こ
の
章
の
規
定
に
よ
る
書
類
に
つ
い
て
、
徴
収
則
第
七
十
三
条
及
び
第
七
十
八
条
第
二
項
の
規
定
は
労
災

保
険
適
用
事
業
主
の
代
理
人
に
つ
い
て
、
徴
収
則
第
七
十
四
条
の
規
定
は
法
第
三
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
読
み
替
え
て
準
用
す
る
徴
収
法
第
四
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
つ
い
て
、
徴
収
則
第
七
十
五
条
の
規
定

は
徴
収
法
第
三
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
準
用
す
る
徴
収
法
第
四
十
三
条
第
二
項
の
証
票
に
つ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
徴
収
則
第
三
十
八
条
の
二
中
「
事
業
主
」
と
あ
る
の
は
「
労
災
保

険
適
用
事
業
主
」
と
、「
所
轄
都
道
府
県
労
働
局
歳
入
徴
収
官
」
と
あ
る
の
は
「
厚
生
労
働
省
関
係
石
綿
に
よ
る

健
康
被
害
の
救
済
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
以
下
「
石
綿
則
」
と
い
う
。）第
一
条
第
二
項
第
一
号
の
事
業
の

労
災
保
険
適
用
事
業
主
に
あ
つ
て
は
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
を
経
由
し
て
、
石
綿
則
第
一
条
第
二
項
第
二
号

の
事
業
の
労
災
保
険
適
用
事
業
主
に
あ
つ
て
は
所
轄
公
共
職
業
安
定
所
長
を
経
由
し
て
、
所
轄
都
道
府
県
労
働

局
歳
入
徴
収
官
」
と
、
徴
収
則
第
三
十
八
条
の
四
中
「
法
第
十
五
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
納
付

す
べ
き
労
働
保
険
料
及
び
法
第
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
延
納
す
る
場
合
に
お
け
る
法
第
十
五
条
第
一
項
又
は
第

二
項
の
労
働
保
険
料
並
び
に
法
第
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
納
付
す
べ
き
労
働
保
険
料
」と
あ
る
の
は「
石

綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
石
綿
健
康
被
害
救
済
法
」
と
い
う
。）第
三
十
八
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
納
付
す
べ
き
一
般
拠
出
金
」と
、

徴
収
則
第
三
十
八
条
の
五
中
「
第
三
十
八
条
の
三
」
と
あ
る
の
は
「
石
綿
則
第
二
条
の
六
の
規
定
に
よ
り
読
み

替
え
て
準
用
す
る
第
三
十
八
条
の
三
」
と
、
徴
収
則
第
七
十
二
条
中
「
事
業
主
」
と
あ
る
の
は
「
労
災
保
険
適

用
事
業
主
」
と
、「
こ
の
省
令
」
と
あ
る
の
は
「
石
綿
則
第
二
章
」
と
、「
三
年
間
（
第
六
十
八
条
第
三
号
の
帳
簿

に
あ
つ
て
は
、
四
年
間
）」と
あ
る
の
は
「
三
年
間
」
と
、
徴
収
則
第
七
十
三
条
第
一
項
中
「
こ
の
省
令
」
と
あ

る
の
は
「
石
綿
則
第
二
章
」
と
、
徴
収
則
第
七
十
五
条
中
「
様
式
第
三
号
」
と
あ
る
の
は
「
石
綿
則
様
式
第
一

号
」
と
、
徴
収
則
第
七
十
八
条
第
二
項
中
「
第
四
条
第
二
項
、
第
五
条
第
二
項
又
は
」
と
あ
る
の
は
「
石
綿
則

第
二
条
の
六
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
準
用
す
る
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
証
明
書
の
様
式
）

（
証
明
書
の
様
式
）

第
二
十
七
条

法
第
七
十
三
条
第
四
項
及
び
第
七
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
十
条
の
六
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
当
該
職
員
が
携
帯
す
べ
き
証
明
書
の
様
式
は
、
そ
れ
ぞ
れ
様
式
第
三
号
及
び
様
式
第
四
号
に
よ

る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
七
条

法
第
七
十
三
条
第
四
項
及
び
第
七
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
五
条
第
二
項
の

規
定
に
よ
り
当
該
職
員
が
携
帯
す
べ
き
証
明
書
の
様
式
は
、
そ
れ
ぞ
れ
様
式
第
三
号
及
び
様
式
第
四
号
に
よ
る

も
の
と
す
る
。

令和元年月日 金曜日 (号外第号)官 報 
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